
























7 年頃から明治 20 年代まで用例はあまり多くはない。『言志四録』、『西国立
志編』が非常に広く読まれた書物であることを考えると、この期間に少数見

































































































川 142、茨城 120、静岡 85、新潟 82、宮城 / 大阪 80 となり、神奈川が高知、
東京に次いでいる *13。また、自由党員の数では、秋田 426、神奈川 226、栃
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豪農を中心に形成された。豪農層の民権家には、義民としての自己規定もあ
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の文言は無く、「日本人民は諸財産を自由にするの権あり」という財産権の





































































































































































































































































































大きくは 2 つの方向性を持つことになる *68。このうち明治 10 年代に始まる





















































植木の ｢思想の修養｣ ｢道義の修養｣ という表現からは、動的な実事習験の
イメージは薄く、ここでの ｢修養｣ は、むしろ佐藤一斎の『言志録』の影響





















































































*10 牧原憲夫『客分と国民のあいだ』吉川弘文館 1998 年、あるいは坂本多加
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*13 新井勝紘『自由民権と近代社会』吉川弘文館 2004 年 50 頁。
*14 色川大吉『困民党と自由党』揺籃社 1984 年 20 頁。






2006 年 137 ～ 145 頁）。














の起草者たち』日本経済評論社 2015 年 120 頁）。相良亨はこうした点につ
いて、「儒教の仁政思想と平等思想が、武士社会において時とともに変貌
したなかに人権思想あるいは自由民権思想を受容する態勢が形成されてき
たと思う」と述べている（『相良亨著作集 2』ぺりかん社 1996 年 541 頁）。
*18 『植木枝盛集第九巻』岩波書店 1991 年 57 頁。（以下植木枝盛全集について
は『植木集』と巻数、頁を記載。また原文カタカナは平仮名に変えて表記
する。）
*19 平尾道雄『立志社と民権運動』高知市立市民図書館 1955 年 13 頁。









一『土佐自由民権を読む』青木書店 1997 年 145 頁）。ただ立志社を軸とし
て高知の民権運動を捉える場合には、尊皇思想と民権思想との連続性を認
めることは難しい。
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また、色川も「ほとんど連日のように剣術にはげむ青年たち」（色川大吉
『自由民権の地下水』岩波書店 1990 年 136 頁）について触れ、「かならず
といっていいほど、儒学の学習と剣術の稽古を伴うものであった」（色川

























1991 年 100 頁）。
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孟劄記（下）』講談社学術文庫 1980 年 173 頁）。







*37 『植木集 3』11 頁。後の「民権自由論二編甲号」で述べられた私事上の自
由権、公事上の自由権での公私の区分もこれに準じている（『植木集 1』















史料集上巻』245 ～ 249 頁）。







剋』弘文堂 1959 年 70 頁）。
*41 森岡清美『明治キリスト教会形成の社会史』東京大学出版会 2005 年 36 頁。









（『日本史研究』295 号 1987 年）。
*46 近年では逆に、明治思想を朱子学化という観点から捉える研究もある。小
倉紀蔵『朱子学化する日本近代』（藤原書店 2012 年）。











































「多芸漫修」と批判している（三多摩史料集上 253 頁）。 そこには自身の
経歴に対しての自責的な言葉なのだとも解釈されている（色川大吉編『民










店 1960 年 379 頁）。
*55 『三多摩自由民権史料集上巻』252 頁。
*56 三川智央「「西国立志編」はどのようにして明治初期の社会に広がったの
か」『人間社会環境研究』17 号 2009 年。この中で三川は、『西国立志編』
儒学的残滓の規定性について──神奈川と高知の自由民権運動を通じて（升 信夫）
61

















*60 色川大吉『明治人　その青春群像』筑摩書房 1978 年 67 頁。
*61 稲田雅洋「植木枝盛その偉大さの秘密」『植木集』月報 1、岩波書店 1990
年 1 頁。
*62 『植木集 2』240 頁。
*63 『植木集 2』254 頁。
*64 『植木集 5』2 頁。






























*70 『植木集 9』113 頁（明治 12 年 11 月 7 日付け）。
*71 『植木集 9』129 頁（明治 13 年 3 月 1 日付け）。
*72 『植木集 9』13 頁。
*73 『植木集 9』38 頁。










































































































1873 21 ニコライから洗礼を受ける。 16
東京に出て海南私学に入校、9 月
退校、12 月帰郷。



























2 月より 6 月まで福田理軒で洋算。


















3 月大阪で愛国社第 2 回大会。4
月福岡で「民権自由論」を出版。
11 月愛国社第 3 回大会
1880 28
4 月勧能学校の教員 



























1884 27 8 月飯田事件檄文を起草・
1885 28





7 月第 1 回衆議院選挙、当選。11
月第 1 回帝国議会。
1891 34
1892 
（明治23年）
35 1 月東京で死去。
